
本号の編集にあたって
土に関する学問として始まった土質工学は，土質・基礎工学の発展といった伝統的なトピック

スに加えて，人工的な地盤材料，防災や減災，環境保全などの新たな学術・技術分野も包括した

「地盤工学」へと発展しました。その過程では，土木工学，工学，理学，農学，医学，社会科学，

人文科学などの様々な分野の学問や技術が有効活用されてきました。

時々刻々と変化する自然現象や社会的要請に対応すべく，地盤工学に関わる学者や技術者は現

在も他分野の知識や技術を取り入れ，分野の垣根を超えた活動を通じて地盤工学を日々進化させ

ています。本号では，他分野で培われている技術領域の活用，応用により地盤工学的課題の解

決・発展を目指す研究，実務における事例・活動を「他分野とのコラボレーション」と題して特

集しました。プラスチック光ファイバーのモニタリングへの有効利用，月・惑星探査のための地

盤工学，微生物による海岸・海洋域での地盤固化，GPS や SAR を活用した地盤変位モニタリン

グ，河川橋梁の洗掘問題など，先進的な研究，実務の事例をご紹介します。

本特集が会員の皆様の研究活動や技術開発，実務的課題解決の一助となれば幸いです。
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